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1．はじめに一問題と目的

　カウンセリング面接において，クライエントがありの

ままの自己の感情に気づき，その思考・行動を客観的な

現実として受けとめることができるよう，援助するなら

ば，そこからクライエントは，自己自身の新たな進展

（成長）を見いだすであろう．

　筆者は，クライエントの感情の解放と客観的気づきに

注目している．福井が，「感情は行動に伴って生じるもの

で，行動の動因ではない．行動を起こさせるのは欲求だ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）感情は欲求と行動の関係を調整する役割を果たす」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と

述べているように，現実に生じたでき事に対する行動や

思考と自己の感情を照らし合わせ，その感情を解放し，

さらに検討，評価することにより，新たな気づきが生じ

る，と考えられる．この感情への意識化やその表現がク

ライエントの自己一致に結びっく，とみられよう．した

がって，経験した感情を防衛によって歪めたり，無視し

たりせず，意識化し，解放することの援助が重要になる．

　また，カウンセリング場面では，クライエントの気づ

きが重要視されているが，その場面で，“いまここで”

の感情を生き生きと表出し，それをフィードバック（自

己省察）することにより，感情と絡み合った思考を整理

し，新たな気づきを促進する働きかけが求められよう．

　しかし，感情・思考・行動・態度などは個人にとって

習慣的であるため，どのような場面で，どの程度の強さ

や頻度で生じているのか，また，その結果がどのような

状態をもたらしているかについて気づくことは，容易で

はない．このようなとき，自己の行動を観察することや

記録，評価することによって，自分自身の行動を客観的

な事実として理解することができるよう介入する方途が

講じられるならば，それらが把握しやすくなる．

　そこで，筆者はこのことに着目し，カウンセリング面

接過程で，「セルフモニタリング法（自己監視法）」を適

用してきたが，“いまここで”の感情を表出することに

より，クライエントが抱えている問題の糸口にかれ（か

の女）自身が気づくよう援助することを目的としてひと

つの事例と対応した．

　ここでは，行動的技法としては，自己の感情・思考・

行動が相互に関連していることに気づき，客観的に評価

できるようクライエントを援助し，また，認知的技法と

しては，自身の自動的思考を発見できるよう援助する．

　また，個人の自動的思考に対する適応的な対処の仕方

に気づき，実行できるように援助するとともに，予防的

対処をねらい，新たにカウンセリング面接にセルフモニ

タリング法を適用した事例にっいて，その有効性と過程・

尺度による面接過程の客観的評定などから検討する．

　さらに，クライエントの感情・思考・行動の変容に注

目するだけではなく，リレーションをも重要視し，間づ

くりを行うため，教示法としてのフォーカシング的導入

を試み，その有効性も併せて検討する．

心理教育学科　心理教育学科資料室

2．対象と方法

1）対象

A大学2年生（女子）

カウンセリング関係の授業を履修し，クライエント体験

を希望していた．
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2）期間

A大学カウンセリング実習室で2000年4月20日から

同年5月25日まで週1回約60分，計6回実施した．

3）手続き

　面接の導入は，まず目を閉じ，ゆっくりと呼吸を整え，

からだの感じを味わう．そして，1週間のなかで，気が

かりなことを3っ思い浮かべ，そのうちの1っをピック

アップし，単語カード程度の大きさの付箋紙に記入する．

そこから生じる感情・気分を思いっくまま付箋紙に記入

する．さらに，考え・思いも記入し，分類表に貼る．こ

の分類表をもとに約30分のカウンセリング面接を行う．

　面接終了後，いまの感情・気分を思いつくまま記入し，

　　　　表1第1回分類表
　　　　面接前分類表

分類表に貼る．さらに，いまの考え・思いも記入し，分

類表に貼る．そして，気がかりなことに対する感情・気

分と考え・思いがカウンセリング後に変化したか否かに

関して1～10の自己評定を行い，分類表に記入する．

面接内容は，テープ録音し，その後，逐語化して過程尺

度による評定（院生2名を含む3名で実施）を行った．

また，東大式エゴグラムを第1回面接前と第6回面接後

の計2回実施した．

3．結果

（1）各セッションでの分類表への記入結果を以下に表

す．

感　情・
C　分

・不安・寂しい

Eこわい
気
が
か
り
な
こ
と

母が入院するので、これから

Pケ月間父、兄、祖母と家で

驍轤ｵて行かなければならない

ｱと

思　い・

l　え

・母に心配させてはいけない・自分の仕事をきちんとこなしていきたい・母のありがたみをしみじみと感じる・病気ではなくても、これからは母を手伝っ

ﾄいきたい
E家族みんなで母を支える・大学の勉強もできる範囲でやる

面接後分類表

感気い
﨣ｪま
@・の

・不安
2

思考い

｢えま
@・の

・前向きに考えたい・なるようになると思う・できる範囲で自分のするべきことをする

3

表2第2回分類表
面接前分類表

気

感　情・
@気　分

・不安

　
〉
　
　
　
）
・
刀
力

サークルに参加が難しくなった
・2年生同士の協力も結構難しい・1年生がたくさん入ってくれれば嬉しい

り こと けど、性格上うまくやっていけるかわか
な 思　い・ らない

こ 1年生の対応が難しいこと 考　え ・この1ケ月が新入生勧誘の大事なときだ

と けど、サークルに時間をかけていられな

｢
・Bとしてやるべきことが多くて大変

面接後分類表

感気い ・不安
情分ま ・矛盾した気持ち 3

・の

思考い ・2年生でもうちょっとわかりあいたい

いえま
・1年生には、Bとしてできる範囲で接し
ﾄいきたい

4

。の ・大変だけど前向きに考える
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表3第3回分類表
面接前分類表

気

感　情・
C　分

・疲れた感じがする

E元気が出ない

Eあきらめの感じ

が
色々とやるべきことが多くて ・友達と一緒に話をしていても心から楽し

か
り
な

大学での生活で元気が出ないと

ｫがある 思　い・

んでいない
E積極的に物事にとりくむのが、疲れる気
ｪする・今まで大学で元気にしていたエネルギー

こ
と

考　え が家で使われているように思える・家が大変だからという理由で友達の誘い

を断ってしまっていいのかなあという思
いがする

面接後分類表

感気い ・疲れて元気が出ないことに対するあいま

分ま
いな気持ち・どこか自分の気持ちがっかみきれないも

2

情・の やもやした感じ

思考い
・積極的な友達をうらやましいと感じてい
驍ﾆ思う

いえま
・積極性や元気が欲しいけど、今のままが
yに思えて消極的になってしまう

5

・の
・友達と元気にしゃべれないときがあって
燻d方ない気もする

表4第4回分類表
面接前分類表

気

感　情・
C　分

・不安な感じ

E疲れた感じ
E困った感じ

が ・3，4月に感じていたほどのやる気がで
か
り
な

サークル活動がとどこおりそう

ﾈこと 思　い・

ない

E1年生の動きがわからず、どうやって勧
Uしたらいいか困る

こ
と

考　え
。このまま新入生の入らないサークルになっ
ﾄしまったらどうしようかと思う
・最近、練習していなくて、いけないなあ
と思う

面接後分類表

感気い ・先行きが不安な感じ
分ま ・疲れた感じ 2

情・の
・困った感じ

思考い ・自分で負っている責任はたとえ忙しくて
烽竄關汲ｰなければいけないと思う
・1年生が入らないと困るけど入らなかっ

いえま
たら入らないで何とかしたい
E5月中はあきらめず勧誘活動をする

4

・練習していないのでなるべく練習するよ
うにする

・の ・みんなで協力して活動していきたい
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表5第5回分類表
面接前分類表

感　情・
C　分

。厳しいなあという感じ

E不安な感じ

E疲れる感じ

気 ・専攻している以上やらなければならない
が
1週間忙しいせいか授業の

か つ

り レポートを書くことがとても ・提出日の数日前は寝る時間がなくなって

な 思　い・ いて、もっと1週間に分散させてやらな

こ
と

大変
考　え

　くてはと思う・これからレポートに追われた毎日が続く

ﾌかと思うと、かなり不安に思う
・勉強に力を入れたいけど、他にもやるべ
きことが多すぎてどうしたらいいのか困っ
てしまう

面接後分類表

感気い ・厳しいなあという感じ
分ま ・不安な感じ 1

情・の ・疲れる感じ

思考い
・将来のためにもやり遂げたいとは思う・計画性を持てなかったりする自分を嫌に

思うことがある
いえま ・Sは大変だけど自分で選んだことだから、 3

不安でも忙しくても仕方がない
・不安な気持ちと今現在大変だという思い

・の はなくならない気もする

表6第6回分類表
面接前分類表

・不安

感　情・ ・自分で自分がどうしたいのかわからない
気 気　分 感じ

が ・あせり

か
り
な
こ
と

漠然と将来について不安を感じ

驍謔､になった
思　い・

l　え

・そろそろ将来にっいてはっきりと目標を
ｧてなければならないのに、真剣に考え
ﾄ答えが出せない
E具体的に動き始めなくちゃと思うけど、
ｻれができない
・何を専攻していきたいかも決められない。
優柔不断な自分が嫌に思う

面接後分類表

感気い ・不安
分ま ・あいまいで矛盾した感じ 2

情・の ・あせり

思考い ・現実は厳しい
・人のことを気にせず、自分の意志をしっ

いえま かりもっていけたらいいと思う 4

・考えるより先に行動したい。専攻は良く
・の 考えて決めたい
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（2）次に，各セッションでの概要を以下に示す．

　第1回では，母親の入院によってパニックになってい

ると話す．また，自分が家事などをしていかなければい

けないという不安，母親が入院することによる寂しさや

手術がうまくいくかというこわさが表出される．母親の

気丈さから，両親への日頃の接し方にっいても触れてい

る．また，大学での授業も今年は多めに履修して意気込

んでいたが，急な母親の入院によって，授業に出席する

ことも難しい状態となっている．大学の授業を休んだこ

とがないから，できる限り授業に出席したい気持ちと家

事もしっかりやりたいという気持ちに挟まれている様子

であった．しかし，面接終了後，不安感情は残るものの，

考えは，ポジティブに移行し，なるようにしかならない

し，できる範囲でやっていきたいと話す．

　第2回では，サークルへの新入生勧誘がうまくいかな

いことへの不安が表出された．母親の入院によりサーク

ルへの参加も厳しい状況であり，他の部員に頼りたいが，

それぞれ忙しく，自分がリードしていかなければならな

いと思っている．また，新入生なら誰でもいいというわ

けではなく，やる気のある人に入部してもらいたいため，

いろいろ考えてしまう．

　面接後は，新入生勧誘よりも，上級生（とくに2年生）

同士，もっとわかりあいたい，協力体制をとっていきた

いと話す．大変だけれども，前向きに考えていきたいと

話すが，やはりもやもやとした何かをクラィエントから

感じられた．

　第3回では，いろいろやらなくてはいけないことが多

くて，元気が出ないと表出する．声も低く，エネルギー

が低下しているように感じられた．家のことや大学の授

業，サークル活動と忙しい生活のなか，消極的になり疲

れた自分がいると話す．

　クライエントは，面接後，もやもやした感じは残って

いるが，考え・思いは，いま振り返ると，こういう考え

や思いが自分にはあったのだ，というような気づきもみ

られたと言い，また，この考えは変わったというよりも，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ちょっと違う位置に移動し，ズレたと言う．

　第4回では，サークル活動が滞りそうなことへの不安

や疲れ，困った感じを表出する．4月から勧誘活動を続

けているが，うまくいかず，また，どのように勧誘して

いけばいいのかわからないと話す．3月は，勧誘のこと

や活動計画について，はりきって考えていたが，いまは

やる気も起こらない状態である．練習もおろそかになり，

本来の活動すらおろそかになっている．

　クライエント自身が多くのことを抱えている様相がう

かがえ，考えるばかりで行動せず，矛盾を感じ苦しんで

いる様子であった．面接終了後，感情・気分の変化はみ

られないが，考え・思いのなかで，みんなで協力して活

動していきたいという思いが強く印象に残った．

　第5回では，授業のレポートに追われ，厳しさや疲れ

を感じていると表出する．自分で選んだ学科の授業課題

なのでやり遂げていきたいが，こなしていくだけで精一

杯となり，ゆっくりと考える時間がなく，大変であると

話す．

　面接後，クライエントは，「感情・気分はこれからも

ずっと同じような感じはもち続けると思うから，面接前

後での変化はない．考え・思いは，あきらめるのは嫌だ

し，やり遂げていきたい．計画性をもって進められない

自分が嫌だけど，いまは，やるしかない」と話す．

　第6回では，将来にっいて不安や焦りを感じ，また，

自分がどうしていきたいのかもはっきりせず，優柔不断

な自分に嫌悪感を抱いている，と話す．

　来年からゼミも始まり，そろそろ自分の進む方向性を

決定していきたいと考え，いろいろな人に相談し，経験

談を聞いている．やりたいことと，むいていることは違

うのではないかという思いや，希望してもその通りなら

ない現実の厳しさを知り，真剣に将来について考えてい

ることを話す．その中で，音楽療法に関心をもち始め，

どのようにアプローチしていけばいいのか，かの女なり

の考えを話す．

　面接終了後，現実は厳しいが，考えるより先に行動し

ていきたい，と未来への積極的構えがみられた．

（3）次にエゴグラムの結果（図1）と過程尺度による評

定結果（図2～図7）を以下に表す．

（201）



恵小野田

回1第

十第6回
十

欝鰻鞭鱗臨鐵鎌　齢灘盤撫難鍵融嶽撫灘轍醍購醐灘垂

　」

W欝鵠灘融繊ll購臨
麟羅購購1離灘灘1騨ll麟諺齢鯉難蟻瞳1鷺撫

20

51

01

5

0

ACFCANPCP

の変容ンタノ●ムラ
“

ク　“コ工1図

FPM十 SEL十 PRB

7

魔
U
　
【
U
　
」
叫
　
り
0

2

鯉
謎
騨
顛

1

0

01987654321

区分）（トセグメン

回の評定結果1第2図

FPM十 SEL十 PRB

繰辮灘灘懸・雛灘欝’㌔甑灘嘱牽・甘　　脇蝋　＿ミ　　　．．購蹴騨灘”賊灘熱’＿礁　　，’　・　，
r　　ヒ

A

　　　　b「」
C　ヒ　　　　，、　　　　　　℃　　　南　　　　　亭
?浴E羅　継麟　簸　願　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　F1’　　　　　蕪’．　　’㌔　　　、、

覇灘1灘・藷羅・嶽継’、脳一　麟麟燃麟桑i灘醸麟・羅＿’6
’　霞

　　　ρ「@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ㍉@　　rサ1、㌦、1　　　　　　’

@　　bA1　　　「毛’E　託誕蒲…　弄　’τ　’甘　　　　汐　＾　．、　　　、　　・＾　　　　，

C　’…　灘・一・　b　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

譲．雛難鰹　’　　騨　’繋　　・　”
盗E遡一辮聡　一葦鵬瞭i　，，、

㍉’
@　’

A @　　、’＿㌔㌔＾耀犠
e ザ　　　些　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七濠ﾘ購鱗譲瀕蓬灘醗婁雛　　　　＿　　，，　　　　　　　　晒　　　　　　　　　　　　　　幽’

　　’
ｵ’
　　　　　　　　　　　’@　　　　　　　　　，甘　＾　　冗　’　　　　・　　　　’　　　　㌃　　　　’
E　　　瀦晒　　…’　…　一、　隅　　　　㌃丹　　　㌃　許

七㌃’囁’1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼　　　　一

蛹ｮ羅難灘1難撚 A　ア

@ヒ’
ﾑ、　’

　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

羅嚢難灘欝1聾1
　
ミ
　
’
1
　
㌔
　
r

　　　ρ’ゴ@　，　　　　　　　　　　　　　r　　N

@　　1，F、ヒリ@概驚篤襲　隔　襯bb，ゴ　　1’　　　　　　、’’11「

難響蝦灘灘1蕪灘
’　’，

@ρ℃
f　ρ

蹴騨　鱗醗講漁　辮　’・

灘灘鱗灘灘騨、鰹麟雛繊難、
草D灘難馨1’縫灘継繍繍

㌃　些A

@ザF

照、・認二”　　．「，鯉燃　，㌔　、・・T欝七、柵講’　・”　　鱒，　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　ヤ　　　㌃宇1、　　　ザ’毛’　　　七㌃　柵＾’　　　　　　　　5　　　｛　　　’　　・’史㌔

7

6

5

4

3

2

1

0

01987654321

回の評定結果2第3図

）202（



カウンセリンク面接へのセルフモニタリンク法適用事例の検討〈その2＞

購灘鱗雛難難雛1灘瞬購糠灘　　　　　　　A　　　　　屯灘麗異灘灘鱒＿趨繊毒．灘耀諜髄　甘

“　澤　僧　　　鴇　・．　糖　　懸　　廿几　　　貞　㌧燃　　浬　　・　脳

卵@鱗難灘灘睾譲懸繕灘灘灘
騰脳　　騨轟繊灘講麟藤　　　　弟髪麗　“

卵ﾋ糠醐繍灘糠慧轟懸灘
7
6
5
4
3
2
1
0

難難翻難譲灘灘難欝
灘灘灘難灘難羅難羅
難難麟繋灘灘難灘継嚢

1　　2　　3　　4　　5　　6

　　　　　　（　　モヰ　　　，xヰ　　　　　　’　　　　　　　　　　，　x

　　　　　　綴κ灘…鵜・縦霧継雌此舞　藤養
　　　　　　＾　　　睡　　　　A　　　　，　v　’　　　　　　l
　　　　　　e　　　頓　ん葦　　＝　て　　軒　　　兀　　，　＾　　v　　　　　　皆，

　　　　　　　　　　　　にほ　　，ヰx　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホv　　　　　　　　　　　　　鱒“　欝

　　　　驚難鞍懸難灘雛

　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蹴　　　　　　く

　　　　　　x，／“　　ウぐ　　　v　　　　n　　　　vま　ドセ

　難一一灘纒灘懇難1難灘

　　　　　　7　　8　　9　　10

図4　第3回の評定結果

一◆一一FPM

十SEL
　　　PRB

7
6
5
4
3
2
1
0

鍵難簾毅麟鱗購搬礁　　N帽ぜ櫃　　．　　淵
照＾灘

@　廿
此

灘羅鞭難轟灘・嶽　　　　　　　　　　　甘 　　　　　　甘蒔｢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摺　｛

@　　　　　　　　　　　　　ア

酪�@　織　騨難
毒　灘・醗総　…蟻牽

?蜑s灘鑛懸綴 　“ｭ　A　甘

総羅離轡鰻蕪灘蕪羅蒙雛繋諒　　影　「脳欄　、．．　鰐。麗　総N 　　　　　　　　　　　　ザ
舞灘灘蕪葦購　　　　　　　　く　幹　　　　　　　　　　》

匡

＾臼　や　　　　　　　　甘 冗 甘A

解　　一“　甘 を　　　　　や　　　　　　　　｛　　く 惹
　力　　　　　甘　　　　甘　く　　　　　　　　　　冗

蝸賰@縄　㌧　　　欝廿　＾ 、脚＿撒巽蕪
　　　　　　　，　　　　　蒔
C　　　　　　　　　　　許澤

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A@　　　　　　　　　　　　　　　　　　此?O　　　　西　　　　　　　　　｛　　　　　　　　　　　く　　　　　占
照　　．苧　照罵鷺　一　脳

葦　巽、鰍＿撚柵　　辮　　　　　　　　　　　　　　　甘
　中　　　　A
氈@　　　｛　｝

難灘灘難灘嚢養墾
　守

灘難1灘灘灘欝
鷺譲　題　．　綴．鍵　　　　　　　　　　　　　　腎蟹隷讐霧駿離獲　器甘

灘騰難難灘難
箋鍵鑑難縢麟雛1　　　　　　　　　縞Aザ甘　　　献　　　　　　　　　　　　　　甘　　　　　　　　　　　ザ　浄

ド九　　　A此　　　　　　　　　　　　　　　℃ 矯　　　　　　　　　　　甘

@　　A6甘 嚢

1 2 3 4 5 6 7 8

一◆一一FPM

十SEL
　　　PRB

9　　10

図5　第4回の評定結果
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図6　第5回の評定結果
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4．考察

　6回のカウンセリング面接について，考察と検討を加

え，さらに，セルフモニタリング法適用の効果性と問題

点にっいて考察したい．

　第1回では，母親の入院により，母親の体を心配する

一方，家庭のことをクライエントがしなければいけない

ことや，自分にできるのだろうかという不安を表出する．

かなりの早口で今の状況を淡々と話していく．自己の感

情よりも，前向きに考えなければならないという思考が

はたらいている様子であった．また，あれもこれもやら

なくてはいけないと焦りの様子がうかがわれた．しかし，

面接後は，自分のできる範囲でやればいいし，なるよう

になると思う，というように，目の前の気がかりなこと

から，少し距離をおき，自己のあり方を客観的に認識す

ることができたように思われる．

　第2回では，母の入院により，サークル活動への参加

が難しくなっている状況であるが，上級生として新入生

の勧誘活動にとり組まなければならず，不安を表出する．

面接後半には，新入生が入部してくれるか心配だという

不安から，上級生同士の協力体制についての難しさや不

安が表出された．クライエントの隠された問題が表出さ

れたと思われる．面接後，新入生に入部してもらいたい

が，上級生同士の結束を深めるため今のままでもいい，

と矛盾した感じが表出された．また，面接後の考えとし

て，クライエントは，大変だけど前向きに考える，と言

い，そこにクライエントの力を感じたが，がんばらなけ

ればいけないというクライエントの気負いを感じ，「無

理をしないように，自分のペースでいいと思う」と本人

に伝え，終了した．今回ぱ，クライエントの感情や気分

よりも考えや思いが強く，“～していきたい，しなけれ

ばならない”という認知のゆがみ（すべき思考）2）がみ

られた．このようなとき，面接の中で，その認知のゆが

みを修正できるよう援助することが求められよう．そこ

に存在する感情・行動から改めて捉え直していくような

かかわりが必要である，と考えられる．

　第3回では，やらなくてはいけないことが多く，疲れ

やあきらめの感じを表出する．元気が出ない疲労感はど

こからくるのかにっいてクライエント自身はっきりせず，

もやもやしている様子であった．面接の中で，どのよう

な場面で元気が出ないのか，具体的に話していくうちに，

積極的で元気な友達と一緒に話をしているとき，とくに

自分の疲れや消極性に気づかされ，さらに深い疲労感を

感じるようであった．また，その疲れという感じは，そ

の言葉でしっくりするか，クライエントになげかけると，

いろいろなことに目がいかない感じ，と表し，荷物をもっ

ているような，面倒くさいような感じと徐々に移行して

いく．面接終了まで，この疲労感をさまざまな側面から

捉えようとしていたが，分類表の記入の際，いまの考え・

思いとして「友達と元気にしゃべれないときがあっても，

仕方ない気もする」というようにいまのままの自分でも

いいのだ，という自己受容がみられ始めた．成長過程で

っくられてきた理想自我と現実自己を比較し，その格差

があればあるほど，劣等感にさいなまれる．そこで，い

かに理想自我との折り合いをっけ，現実自己の姿をその

まま省察し，調節していくかが重要な課題となる．ポジ

ティブな面もネガティブな面も含あてそれ自体が自分で

ある，という捉え方を体得していくことが面接過程で求

められよう．

　第4回では，再びサークル活動が滞りそうであり，不

安で困った様相を表出する．いままで，サークル活動の

予定を立て，期待もしていたのに，なかなか新入生の加

入がうまくいかず，練習さえも滞り本来の活動の意味が

見えなくなってきていることへの不安があった．やらな

ければいけないことが多く，実現できない状況のなかで

意欲も徐々に薄れている様子であった．物事をやり遂げ

た達成感は，次の活動へのエネルギーとして働きっづけ

るが，クライエントは達成できないことの焦りや不安，

充実感を得られない状況からも自己不全感をもっている

ようであった．面接では，少しでも達成できていること

は何か，クライエント自身が客観的に認められることを

探し，自尊感情へのエネルギーを高める援助が必要であ

ると思われた．

　第5回では，授業のレポートに追われ，厳しさや不安

感，疲労感が表出された．面接中，時間がなくてもレポー

トを仕上げなければならないという現実に直面し，その

厳しさの中で，提出期日ぎりぎりになって書き上げよう

とする自分や自分が選んで入学した学科なのにその授業

が嫌になってきている自分への嫌悪感を表出する．クラ

イェントは，今回も“～しなければならない”という認

知に支配され，厳しさや不安感という感情は，面接後半

には表出されにくくなっている．クライエントには，感

情の解放とフィードバック（自己省察），自己の成長へ

と向かう援助が要点になると再認識した．
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カウンセリング面接へのセルフモニタリング法適用事例の検討くその2＞

　第6回では，漠然とした将来への不安を表出する．面

接前の分類表では，不安や焦り，将来の方向性が見出せ

ないこと，何を専攻していきたいのかもはっきりしない

優柔不断な自分への嫌悪感が表された．面接に入ると，

分類表をもとに，漠然とした不安について，一つ一つ自

己自身で明確にし，将来の方向性も，実は進学か専門機

関への就職かの2っで迷い，揺れているということが明

らかになっていく．そして，直面する問題から自分は逃

げてしまうのだろうか，と自身の問題へと向かう．面接

終了後は，「将来の漠然とした不安が徐々にはっきりし

てきた」と話し，感情変化の評定値は低いが，考え・思

いは，「考えるより先に行動したい」というようにいま

までとは異なる自分に出会ったようであった．

　全体を通じ，カウンセリング面接へのセルフモニタリ

ング法適用の効果性にっいて考察していきたい．

　第1に，気がかりなことから距離をとり，自己の感情・

考えを省察し，記録し，さらに評価することにより，自

己変容の強化と自己治癒力が高められたといえる．気が

かりなことから生じる，はっきりと意識されない感じを

表出し，そこにある考えを客観的に検討していく過程か

ら，自己省察は促進される．分類表をクライエント自身

が作成し，面接後“いまここで”の感じや考えを改めて

書き出し，セッション前と比較して，その変化を自分自

身で評価することにより，客観的視点の広まりと自己変

容の強化，さらに自己治癒力も高あられていく，と考え

られる．

　第2として，気がかりなことへ自発的な気づきが促進

される，と考えられる．感情・考えの意識化とその表現

が一致してくるにっれ，さらに深く，真に感じている感

情が何かを探る試みがなされる．また，認知を歪めて防

衛していた自己が，現実を直視し，適切に対処できるよ

う変化していく．そして，新たな気づきとともに，クラ

イエントは気がかりなことに対し，より具体的で主体的

な構えが生じ，自己と経験の一致に向かう．

　第3として，セッションの導入時とセッション中にフォー

カシング的援助を取り入れることにより，クライエント

は，気がかりなことから距離をとることができ，より客

観的な視点が生じる，と考えられる．フォ　一一カシングで

は，体験過程の「かかわり」の様式を重要視する．これ

は，カウンセラーとクライエントの対人的なかかわりと

同時に，セラピストとクライエント両者それぞれの内面

的かかわりの様式を重視することである．フォーカシン

グ的かかわりをとり入れることにより，クライエントが

自己の内面へ向かうことを強化すると期待される．

　次に，エゴグラムの実施結果からは，クライエントは

CPの低位とFCの低位から，自己を押し込めてしまう

傾向がみられるが，第6回面接後には，ACが高くなり，

客観的視点が広まった，とみられよう．

　また，過程尺度の結果からは第3回面接以後FPM

（感情の個人的意味）やSEL（自己の伝達）が5段階近

くに推移しており，クライエントが，より真の自己へ向

かう過程をたどり，パーソナリティの変容が流動的に深

まっていった，と言えよう．

　逐語記録を振り返ると，カウンセラーは急がず，受容

的な配慮をしたが，そのなかでクライエントは感情経験

を意識化し，それを表現することにより，自己一致へと

向かおうとしていた，と考えられる．

5．今後の課題

　この事例から浮上してきた課題や問題点にっいて触れ

るならば，まず第1に，面接後に分類表を記入する際，

クライエントは，面接前の分類表を見ながら比較して記

入したが，“いま”の感じや考えを記入するには，面接

前のそれは見ずに記入するよう改ある必要がある．面接

前の分類表を見ることにより，その時点ヘクライエント

が戻ってしまう危険があるように思われる．

　第2として，面接直後に分類表への記入をおこなった

がこの記入に際しては，面接後，間をおき，あらためて

立ち止まって，“いまここで”の感じをじっくりと味わ

い，その中から浮上してくる感情・考えを記入するよう

改める必要があろう．より客観的に評価することができ

るような手続きが求められる．

　第3として，気がかりなことに対し，複雑に絡み合っ

ている感情と認知を整理していく分類表を適用している

が，クライエントにとっては，両者を切り離すことが困

難な場合がある．稲垣は「思う」という言葉にっいて，

それが知覚や認知や思考を表すと同時に，個人の感情を

も表現していると述べている3）．本事例のクライエン

トには，「感じる」と「思う」の区別が捉えにくい場面が

あった．感情は，認知や思考に対し，相互に影響を及ぼ

す，と考えられるので区別し難いが，この区別が認識で

きるような示唆をおこなう必要がある，と思われる．

　筆者は，クライエントの自発的気づきには，客観的視

点がひとっの要点になると考えており，また，自動的思
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考をクライエント自身が発見し，適応的な対処の仕方を

行えるよう援助することにより，予防的対処へもっながっ

ていく，と思われる．そこで，気がかりなことには，感

情・認知・行動などが関連していることに気づき，それ

ぞれにっいて客観的に捉えられるよう援助するため，分

類表に表す手続きを取り入れている．分類表記入の際，

明確に分類できない場合には，面接のなかでそれを取り

上げ，検討を試みることも必要であろう．たとえ明確な

分類ができなくとも，感情・認知・行動を切り離す試み

をすることが重要である，と言えよう．

　また，対象の違いにより，どのような傾向がみられる

のか，とくに自我状態による相違についての検討がさら

に求められる，と思われる．
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Summary

　For　counseling，　it　is　important　to　help　clients　in　the　process　of　recognizing　the　feelings　of　the　candid　self，　understanding

thought　processes，　and　acting　as　an　obj　ective　actUality．

　Ipaid　attention　to　the　counseling　itself　which　caused　clients　to　notice　volulltarily　reasons　for　their　behavior　and　I　applied

‘‘

狽??@self－monitoring　method”．

　Here，　I　examine　the　effectiveness　of　the　self－monitoring　method　in　the　counseling　interview．1　used　the　process　scale，　ego－

gram，　and　taped　records　and　dictations　of　interviews　for　obj　ective　evaluation．

　Moreover，1　examine　the　effectjveness　of　using　focusing　at　the　beginning　of　the　counseling　session．
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